
外国人と いう だけで
なぜ・・・？多文化共生社会

を実現しよう

7
人権課題

神戸市には、約1 4 0 カ国・ 地域、約６ 万人の外国人が移住しています。そのなかには開港以来の

歴史的経緯等により 古く から神戸で暮らす人々だけでなく 、近年移り 住んできた人々も含まれ、民

族や文化の多様性は国際都市神戸の大きな特徴となっています。
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活
発
な
民
間
の
外
国
人
支
援
活
動（N

G
O

）

外
国
人
市
民
は
、
年
金
・
医
療
な
ど
の
問
題
や

言
葉
・
文
化
・
生
活
習
慣
の
違
い
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

の
発
生
、日
本
人
と
外
国
人
の
相
互
理
解
の
不
足

に
よ
る
就
職
差
別
・
入
居
差
別
な
ど
の
問
題
、
子

供
の
教
育
問
題
な
ど
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
、
特
定
の
民
族
や
国
籍
の

人
々
を
排
斥
す
る
差
別
的
言
動
（
い
わ
ゆ
る
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
）が
一
部
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

神
戸
市
で
は
、
震
災
で
多
く
の
も
の
が
失
わ
れ
ま
し
た

が
、
震
災
後
の
不
自
由
な
生
活
の
中
、
外
国
人
と
日
本
人
と

の
ふ
れ
あ
い
、
た
す
け
あ
い
…
と
い
っ
た
交
流
が
生
ま
れ
ま

し
た
。こ
う
し
た
中
か
ら
、外
国
人
市
民
へ
日
本
語
学
習
、母

国
語
学
習
、
生
活
相
談
な
ど
多
方
面
で
の
支
援
を
行
う

N
G
O
が
数
多
く
生
ま
れ
、現
在
で
も
活
発
な
活
動
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
互
い
を
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

一
方
的
に
日
本
人
の
生
活
様
式
な
ど
を
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、
言
葉
や
生
活
習
慣
、
文
化

な
ど
お
互
い
の
違
い
を
理
解
し
、
認
め
合
っ
た
上

で
、
共
に
生
き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。「
言
葉
が
通
じ
な
い
」、「
何
か
問
題
を

起
こ
し
そ
う
」
と
い
う
先
入
観
で
疎
外
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
ず
、い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と
ふ
れ
あ

い
、
多
様
な
文
化
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
国

籍
・
民
族
の
違
い
を
問
わ
ず
、す
べ
て
の
人
が
お
互

い
の
違
い
を
認
め
な
が
ら
人
格
を
尊
重
す
る
「
多

文
化
共
生
社
会
」
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。そ

こ
で
、
神
戸
市
で
は
「
神
戸
市
外
国
人
に
対

す
る
不
当
な
差
別
の
解
消
と
多
文
化
共
生
社
会

の
実
現
に
関
す
る
条
例
」
と
し
て
、
そ
う
し
た
社

会
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
を
定
め
、取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

やさし い日本語
外国人の中には簡単な日本語ならわかると いう 人も 増えており、阪神淡路大震災での経験をもと に考えださ れ

た「 やさし い日本語」が注目さ れています。例えば、次のAとBのことばでは、Bのほう がわかりやすく 感じられます。

A
B

１ .召し 上がる

２ .土足厳禁

３ .キャンセルする

４ .高台に避難する

１ .食べる

２ .く つを、ぬいでく ださ い

３ .やめる

４ .高いところへ、逃げる

以下のよう なポイント に注意して、やさし い日本語を使ってみましょう 。

◆やさし い日本語のポイント（ 例）◆

・ 難し いことばではなく 、簡単なことばを使う

・ 主語と述語を明確にする

・ 一文を短く する

・ 伝えたいことを前に持ってく る

・ できるだけ余分な情報をカット する
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